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はじめに．
　2010年3月15日号のドイツの週刊雑誌「シュピーゲル」は，元大統領リ
ヒャルト・フォン・ヴァイツゼッカー氏（任期1984～1994）の90歳を機に，
「ヴァイツゼッカー家の人々」という特集記事を掲載している。サブタイト
ルともなっている「あるドイツの一族」にはすぐれた学者，指導的政治家な
どいわゆるドイツ教養市民階級の最上の伝統を体現する人々もいた。しかし，
反動的保守主義者，ナチズムへの荷担者がいたことも指摘されている。元大
統領の父君エルンスト・フォン・ヴァイツゼッカー氏はヒトラー政権下で，
外務省の次官やヴァチカン大使をつとめたため戦後のニュルンベルク裁判で
絞首刑に処せられるところであった。弁護人をつとめたのはリヒャルトであっ
た。
　第2次世界大戦後のドイツにおいて，歴史認識という点で，1985年の5
月8日のヴァイツゼッカー大統領の戦後40周年の議会演説が，ひとつの分
岐点を作りだしたのではないだろうか。歴史の相対化をめぐる「歴史家論争」
のもととなった大統領演説『荒れ野の40年』（岩波書店）である。賛否はあ
るにしても，この演説は国の内外にセンセーションを巻き起し，人々に歴史
認識の問題を突きつけたものであった。この演説から聴きとれる氏の誠実さ
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は，教養市民階級の長年にわたる伝統に培われたものなのではないだろうか。
　大統領の誠実さとでも言うべきものに筆者が触れえたと思ったのは，同じ
「シュピーゲル」誌の1992年のNr．2の特別号「ユダヤ人とドイツ人」にお
いてである。ただし以下のインタビューは1986年におこなわれたものであ
る。「ヒトラー一一とヒトラーにひきいられたドイツ人なくして，イスラエル国
家は成立したのでしょうか」との「シュピーゲル」誌の歴史の暗闇にふれる
ような問いに対して大統領は次のように答えている。「その質問に私は答え
ることはできません。イスラエル国家の成立はある運動の結果であり，この
運動はナチズムから生じたものではありません。それがどんな方向にむかい，
どんな困難に直面したか私にはわかりません。それでもイスラエル国家は成
立したと私は思います。ですが，あなたの質問に答えることができる人
（ein　Sterblicher）は存在しないと思います」。
　当初，シオニズムは多くのユダヤ教徒から否定的に捉えられていたことは
よく知られていたが，このところふたたびこの運動が内部告発されてきてい
るようである。またしても歴史の不可解さに直面する思いがする。
　ヴァイツゼッカー一族のなかで，戦争とホロコーストを可能ならしめたあ
の負の文化の台頭に，時の流れのなかで関わることになった人も確かにいた。
しかしながら，1945年以降，戦争とホロコーストを断固として拒否したこ
と一それは疑いなく元大統領の世代の最大の功績であり，ドイツの政治家
のうちでこの大統領ほど正義を体現した人はいなかったのではないかと「シュ
ピーゲル」誌は称賛している。
　この世代とは第2次世界大戦後，不戦の誓いとともにむすばれた1951年
の「欧州石炭鉄鋼共同体」（ECSC，　Montanunion）から1993年の「欧州連
合」（EU）を経て現在に至る時代と考えてよいだろう。
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1．戦後のヨーロッパ統合の試み
　1945年以降そしてECSC以降ヨーロッパに戦争はない。時がようやく
満ちたのだろうか。歴史のなかにとりついた「狡知」によって仕掛けられた
のかもしれない第1次・第2次世界大戦が人々に知恵を授け，それが有効に
機能したのだろうか。
　ECSCの構想は，その後「ヨーロッパの父」と呼ばれることになるフラン
スのコニャック商人J．モネによる。この構想がフランスの外相R．シュウマ
ンに提案され，西ドイツ（当時）のアデナウアー首相との打ち合わせの後，
1950年5月9日，「ヨーロッパの日」と呼ばれるこの日，「シュウマン宣言」
としてパリとボンで同時発表された。結局は，国境をあってなきがものとす
るこの「シュウマン宣言」を構想したモネにとって，かれが国際的に活躍し
ていただけに，近代世界が作りだした国民国家の枠組みは無意味なものに思
われていたようである。
　第1次世界大戦時すでに陰りを見せていたヨーロッパは，第2次大戦後，
新興勢力アメリカとソ連の陰でその政治生命を喪失したかのように見えた。
しかしながら同時に，ここにヨーロッパ史の全く新しい1章が始まることに
なったのである。それは世界最初の国際条約であり，その後の国際条約の型
を作りあげたと思われる1648年の「ウェストファリア条約」的世界秩序か
らの脱却であったと言ってよいのではあるまいか。「ウェストファリア条約」
的体制とは，軍事力の均衡に与えられた近代主権国家体制を言うものであろ
う。そうした体制による秩序からの脱却が，とりもなおさずECSCからEU
へ至るプロセスであった。そのプロセスは次のようにまとめることができよ
う。「シュウマン宣言」のさわりは次のようである。
ヨーロッパは一瞬で実現するわけではありませんし，また単一の構造体
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によって成り立つものでもありません。ヨーロッパは，具体的な成果を
積み重ね，まず実態ある連帯（solidarit6　de　fait）を生み出すことによ
り形成されるのです。ヨーロッパ諸国が1つとなるためには，ドイツと
フランスの1世紀におよぶ敵対関係を一掃しなければなりません。その
ためには，まず第1にフランスとドイツが行動に着手すべきなのです。
こうした目的から，フランス政府は，限定的ではありますが決定的な1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　点にしぼって早急に行動を起こすことを提案いたします。フランス政府
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　
は，独仏の石炭および鉄鋼の生産の全てを共通の高等機関（Haute
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　コ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　
autorit6　commune）の下におき，ヨーロッパのその他の国々が参加す
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　
る開放的組織とすることを提案いたします［強調原文，以下同］。
　石炭および鉄鋼の生産の共同管理は，経済発展の共通基盤を早急に確
立し，ヨーロッパ連邦（F6d6ration　europ6enne）の第1歩を記すでしょ
う。さらに，長きにわたって武器製造という定めを負わされ，常にその
犠牲を重ねてきたこれらの地域の運命を変えることになるのです。
　このようにしてとり結ばれる生産の連帯によって仏独間のいかなる戦
争も想像すらできなくなるだけでなく，実質的に不可能となることが明
らかとなるでしょう。こうした強力な生産体が確立され，参加を望む全
ての国に開かれ，工業生産の基本要素を結集させる全ての国に対して同
一条件での提供を実現することにより，経済統一の真の基盤が築かれる
でしょう　（中略）。
　かくして，経済的共同体の確立に不可欠な利益の融合が単純かつ早急
に実現し，長きにわたって血で血を洗う対立により敵対してきた国々の
間に，深化拡大する共同体への機運がたきつけられるのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　基礎生産物の共同管理に加え，新しい高等機関が設置され，その決定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
がフランス，ドイツ，その他の加盟国を結びつけることにより，この提
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ロ
案は平和の維持に不可欠なヨーロッパ連邦にとって初めての具体的な基
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
盤を実現することになるのです（遠藤乾　編『原典　ヨーロッパ統合史』
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名古屋大学出版会　231－232ページ）。
　ここに不戦の誓いのもと，加盟国が国家主権の一部を超国家的機構にゆだ
ねるというヨーロッパの共同体への最初の1歩が踏みだされたのである。独・
仏・伊・ベネルクス三国の6ヶ国によるECSCは正957年「ローマ条約」
（欧州共同体設立条約）により「欧州経済共同体」（EEC）となった。さら
に1967年には，ECSC，　EECおよび「欧州原子力共同体」（EURATOM，
EAEC）の統合体として「欧州共同体」（EC）が成立。さらに1991年の
「マーストリヒト条約」（欧州連合条約）の発効にともない，ECが1993年
「欧州連合」（EU）へと姿を変えた。
　以上が第2次世界大戦後の欧州統合の大きな流れである。ECSCは6ヶ国
で始まったが，2010年10月の時点でEU加盟国は27を数えている。
2．2つの「ヨーロッパ合衆国」論
　ECSC以前に様々なヨーロッパ統合論が提起されているが，ここではおよ
そ100年の歳月をへだてた2つの「ヨーロッパ合衆国」論を見てみたい。V．
ユゴーによるものとW．チャーチルによるもので，それぞれがその時代を映
しだしているようである。
2－1．V．ユゴーの「ヨーロッパ合衆国」論
　1776年，東部の13の植民地がイギリスからの独立を宣言，1789年承認さ
れてここにアメリカ合衆国が誕生した。この新世界が旧世界ヨーロッパに与
えた衝撃ははかり知れず，今後の世界の歩むべき道を探ろうとする時，今，
世界史の中に1歩をしるすことになったアメリカは避けて通ることのできな
い現象であったろう。
　V．ユゴーは寡聞にして『ノートル＝ダム・ド・パリ』や『レ・ミゼラブ
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ル』等の作者として知るのみであったが，政治的にも活躍は多彩で，（1）王党
派，（2）王党派・自由主義者，（3）自由主義者，（4）自由主義者・社会主義者，（5）
自由主義者・社会主義者・民主主義者，㈲自由主義者・社会主義者・民主主
義者・共和主義者と時と共によって立つ政治的立場を変えたようである。こ
こで注意すべきことは，王党派は反動勢力を意味せず，社会主義も今日のよ
うに社会体制に直接かかわるのではなく，また共和主義者とは民衆に主権を
認め，選挙権を与える主義者を意味することである（稲垣直樹　編訳『私の
見聞録　ヴィクトル・ユゴー』潮出版社　229－231ページ）。
　そして前述の（6）の政治的立場の1849年，パリで開催された「万国平和会
議」でユゴーは議長に選出され，その開会の辞で「ヨーロッパ合衆国」に言
及する。
……Fさん，神聖な理念，すなわち普遍的な平和，共通の絆によってつ
ながった全ての国々，至上の法のための福音，戦争に取って代わる調停，
……рﾍ単にそれが実行可能な目標だと言っているのではありません。
それは避けられない目標なのです。そして，われわれはその到来を遅ら
せることも，早めることもできる，これが全てです。
　世界の法は神の法と異なるものではなく，また，異なるものであるは
ずがないのです。しかるにこの神の法とは戦争のことではありません。
それは平和のことなのです。（喝采）……
　皆さん，もし誰かが，4世紀前，町，都市，地方の間で戦争が繰り広
げられていた時代に，ロレーヌ，ピカルディ，ノルマンディー，ブルター
ニュ，オーヴェルニュ，プロヴァンス，ドフィネ，ブルゴーニュに向かっ
てこう言っていたなら。あなた方がもはや自ら戦争を起こすことのない，
互いに軍隊を向け合うことのない……そんな日がやってくるだろう，と。
……?ﾈた方はこれからもなお，調整すべき対立，議論すべき利害，解
決すべき紛争を抱えることでしょう。しかしあなた方は軍隊の代わりに
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何を置くのかご存知でしょうか？　……あなた方は投票箱と呼ばれる1
つの小さなモミの木の箱を置くのです。その箱から生み出されるもの，
それは一体何でしょうか？　議会です！　あなた方がそこで生きている
と感じられる議会です。あなた方全てにとって魂が宿るような主権的か
つ民衆の評議会です。それは決定を下し，裁きを下し，法に基づいて全
てを解決し，全ての手から剣を降ろさせ，全ての心に正義を灯し，そし
て誰もにこう言うでしょう。そこで君の権利は終わり，ここに君の義務
が始まる。武器を捨てなさい！　平和の内に暮らすのです！　と。（喝
采）……
　さて，今日，私はあなた方と，皆さんと，ここーにいるわれわれととも
に声を上げる者のひとりであります。われわれはフランス，ドイツ，プ
ロイセン，オーストリア，スペイン，イタリア，ロシアに向けてこう述
べます一あなた方の手から武器を降ろし，またそれがあなた方に向け
られることもなくなる日がやってくるのです！　パリとロンドン間，サ
ンクトペテルブルクとベルリン間，ウィーンとトリノ間での戦争がばか
げて見え，不可能になる日がやってくるでしょう。（中略）あなた方，
フランス，ロシア，イタリア，イギリス，ドイツ，その全てが，大陸の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国々が，固有の美点と名誉ある個性を失うことなく，より高次の統一体
　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
のなかで密接に自らを基礎づけあい，そしてヨーロッパの友愛を形づく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　
る日がやってくるでしょう。……もうこれ以上新たな戦場は存在せず，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　■　　　　　　　　　　　　　　　
むしろ通商に開かれた市場と理想に開かれた精神とが生まれる日がやっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
て来るでしょう〔傍点一引用者〕。砲弾や爆弾が投票に，諸国民の普通
選挙に，また主権的な上院（s6nat）による尊ぶべき調停に取って代わ
られる日がやって来るでしょう。この議会は，ヨーロッパにおいて，イ
ギリスの議会（parlement），ドイツの国会（diさte），フランスの立法
議会（1’assembl6e　16gislative）に当たるものになるのです！（喝采）
今日，人々がこんなものが存在しえたのかと驚きながら，博物館に拷問
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の道具を展示しているのと同じように，そこに大砲を展示する日がやっ
て来るのです！（笑いと歓呼）　われわれは，いつの日か，この2つの
巨大な集団，アメリカ合衆国とヨーロッパ合衆国とが出現するのを見て
取るでしょう。（喝采）　それは，相対して，海を越えて手を差し伸べ合
い，製品や，商業，産業，芸術，才能を交換し合い，世界を開拓し，砂
漠を植民地化し，創造主の見ている下で創作物を改良し，そして，全て
のものの幸福を引き上げるために，ともに無限の力，人類の友愛と神の
御力を結びつけるようになるのです！（長い喝采）
　……われわれの住む旧いヨーロッパにおいて，イギリスは最初の1歩
を踏み出しました。そして，その1世紀を経た実例によって，諸国民に
こう述べたのです。あなた方は自由だと。フランスが次なる1歩を踏み
だしました，そしてこう述べたのです。あなた方は主権を有しているの
だと。そして今，3歩目を踏み出しましょう。そして，フランス，イギ
リス，ドイツ，イタリア，ヨーロッパ，アメリカ，皆が声を揃えてこう
言いましょう。あなた方は兄弟であるのだと！（巨大な喝采。一演説
者は喝采のなかで座り直す）（遠藤乾46－49ページ）。
　以上がユゴーの「ヨーロッパ合衆国」論の骨子であるが，こうした論には
当時のヨーロッパでフランス，ドイツ，ロシアなどがいわゆる帝国主義的テ
リトリー・ゲームを展開していたという時代背景があるだろう。それにもか
かわらずユゴーが傍点の個所に見られるような高い理想を掲げることができ
たのは，ユゴーが「段階を追って変化しながら『光』に向かって上昇を続け
る『良心』として一貫した存在」であったことがあるだろう（稲垣直樹
229ページ）。
　さらに，長期的に見た時のこの論の予見の確かさにはただ驚くばかりであ
る。しかし短期的に見た場合，ユゴーの夢はむなしかった。「万国平和会議」
の21年後の1870年，フランスのナポレオン皿世とプロイセンのビスマルク
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との問の旧来の王朝外交的紛争に端を発した「普仏戦争」は，次第に「独仏
戦争」の様相を歴史のプロセスの中で呈してゆくことになったのである。ヨー
ロッパの平和的統合のためには，人々に第1次・第2次世界大戦の試練がま
だ必要だったのであろう。
2－2．W．チャーチルの「ヨーロッパ合衆国」論
　1945年4月30日，ヒトラーは総統官邸で自殺。5月8日，ドイツが連合
軍に無条件降伏し，太平洋上での戦争はまだ続いていたが，ヨーロッパでの
戦争は事実上終結した。1944年6月6日，連合軍がノルマンディー上陸作
戦を開始した「D－Day」以降，ナチス・ドイツの敗北はもはや時間の問題
であり，人々の関心は多く戦後のヨーロッパへ向けられていた。
　第2次世界大戦を戦い抜いたイギリスのW．チャーチルにとっても，今問
題となるのは戦後世界におけるイギリス，そしてヨーロッパの有りようであっ
た。1946年，チャーチルはチューリヒ大学で「ヨーロッパ合衆国」成立を
求める演説を行なった。
　今，諸君を驚かせることを述べたいと思う。ヨーロッパの家族を再び
創るための最初の1歩は，フランスとドイツの間のパートナーシップで
なければならない。この方法によってのみ，フランスはヨーロッパにお
ける道徳的なリーダーシップを回復することができるのだ。精神的に偉
大なフランスと精神的に偉大なドイツなしでは，ヨーロッパの再興など
は不可能なのだ。ヨーロッパ合衆国の構造は，もしもうまく実際に成立
することができたならば，一国の物質的な強さというものの重要性を減
少させてしまうであろう。小国も，大国と同様にみなされて，共通の目
的のための彼らの貢献により名誉を手にすることができるだろう。古か
らの歴史をもつドイツの諸邦と公国は，相互便宜のためにも連邦システ
ムに自由に参画し，ヨーロッパ合衆国のなかで各々の地位を確立するで
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あろう。詳細な計画を作成するつもりはないが，幸福と自由をそして繁
栄と安全を願い，また偉大なるローズヴェルト大統領が説いた4つの自
由を満喫することを望み，さらに大西洋憲章で具体化された原則と一致
する生活を送ることを望む，何億もの人々がいる。もしそれが彼らの望
みであるならば，ただ単にそれを述べるだけでよく，方法は確かに見つ
かり，機構が樹立し，そして完全なる果実を生み出すようその願いを実
現すればよいのだ。
　しかし私は諸君に注意を呼びかけたい。時間は限られている。現在は
まだ，考える余地がある。大砲は止んでいる。戦いは止まっている。し
かし危険は止まることはない。もしわれわれがヨーロッパ合衆国，ある
いはいかなる名前であれそのようなものを創ろうとするならば，今始め
なければならない。
　……私は今，諸君の前にある状況を簡潔に申し上げたい。われわれの
一貫した目的は，国連機構の力を構築し強化することでなければならな
い。そのような世界秩序理念のなかで，われわれはヨーロッパ合衆国と
して称されるような地域機構のなかにヨーロッパの家族を再び創り出し
ていかねばならない。第1歩は，欧州審議会（Council　of　Europe）を
創ることだ〔1949年に創設一筆者注〕。たとえ最初は全てのヨーロッパ
諸国がそのような連合に加わる意志がなかったり，加わることができな
かったりしたとしても，われわれはそのような意志があり可能である諸
国を結集させ，組み合わせる方向へと進まねばなるまい。あらゆる人種
の，あらゆる大陸の一般市民を戦争や隷属から救い出すための救済手段
は，確固たる基礎の上に確立せねばならず，圧政に従属するよりはむし
ろ命をかけるという男性や女性の意志によって守られなければならない。
この緊急の任務において，フランスとドイツはともに牽引していかなけ
ればならない。イギリス，英連邦諸国，強大なるアメリカ，そして私が
信じるにはソヴィエト・ロシアは，それが自らにとっても満足すべき状
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況であるのだから，新しいヨーロッパの友人となり保証人とならねばな
らず，それが生存し光り輝く権利を擁護しなければならないのだ。
　だから諸君にこう言いたいのだ。「ヨーロッパを立ち上げよう」と
（遠藤乾　173－174ページ）。
　チャーチルが歴史のプロセスの中でドイツに苦汁を嘗めさせられてきたフ
ランスに，1946年の時点でドイツとの「パートナーシップ」を呼びかけ，
ヨーロッパの平和に両国の友好が不可欠であるとする論理はきわめて実践的
要請であった。さらに，グローバルな「国連機構」の強化による「世界秩序」
の中で，「ヨーロッパ合衆国」という「地域機構」を考えていることは，昨
今の「グローバリゼーション」のなかの「リージョナリゼーション」を想起
させ，チャーチルの歴史を見る視点の確かさに驚かされる。「ヨーロッパ合
衆国」構想は後にEUという形で現実化したと言いうるのかもしれない。
　ドイツの独裁者が自ら命を断ったベルリンの総統官邸の地下壕の前で，こ
われかけた椅子に腰をおろし，決して勝ち誇った顔ではなく，わずかに微笑
む1945年7月のチャーチルの写真が残されている。第2次大戦を共に闘っ
た盟友F．ローズヴェルトも今はなく（1945年4月12日没），宿敵もまた消
えた。かれの微笑みはいったい何を語るものなのだろうか。
3．通史的観点からのヨーロッパ統合
　学生諸君と読んでいるヴァイツゼッカー元大統領のドイツ語テキスト，荒
井訓　編注『リヒャルト・フォン・ヴァイツゼッカー早大講演　ヨーロッパ
の未来と日独関係』（朝日出版社）に，チャーチルの「ヨーロッパ合衆国」
論への言及があった。EUへのコメントを求められた氏は，イラク戦争に関
してヨーロッパは必ずしも同意見ではなかったことを認めている。これはラ
ムズフェルト米国防長官の，イラク攻撃に反対した独仏を古いヨーロッパと
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呼んだ2003年1月22日の発言を言うものであろう。このような状況から，
氏はヨーロッパは共通の政策を取りおこなうことができるのかと自ら問い，
ヨーロッパは誤りから学ぷことができるし，歴史を耐え抜く必要もあると答
えている。さらに全体としてヨーロッパはこの種の問題の解決に自信を持っ
ていいのではないかとも答えている。そしてチャーチルの「ヨーロッパ合衆
国」に言及する。
（チャーチルの言う）「ヨーロッパ合衆国」は「アメリカ合衆国」と類比
関係にあるような響きを持ちます。しかし，そうした類比関係はないで
しょう。「アメリカ合衆国」一それは1つの完全に統合された国で，ま
とまった短い歴史を持ち，1つの共通の文化と際だったバトリオティズ
ム（祖国愛）を持っています。ヨーロッパはしかし30以上の国々から
できており，たいていの場合1000年をこえる歴史と独自性を持ってい
ます。ヨーロッパはその伝統の独自性をひとつの炉の中にとかしこめな
い小さな国々なのです（テキスト14ページ）。
　ヴァイツゼッカー元大統領のこうした論理にはいささかの疑念がある。ひ
とつは類比関係を云々する必要性があるのかどうかである。もうひとつの疑
念は，アメリカが短い歴史と共通の文化とバトリオティズムを持っていると
いう論理は諒としても，ヨーロッパ世界の共通の文化基盤の問題はどうなの
かという点である。「アメリカ合衆国」に関して共通の文化を語る時，それ
以上にヨーロッパの共通の文化について語ることが，学生を含む聴衆にとっ
ては教示的だったのではあるまいか。共通の文化基盤なくしてヨーロッパの
統合は考えられないのである。
　次に，ヨーロッパの共通の基盤とは如何なるものであったかを見てゆきた
い。この種の問題についての文献は少なくない。ここではクシシトフ・ポミ
アン著，松村剛訳の『増補　ヨーロッパとは何か　分裂と統合の1500年』
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（平凡社ライブラリー）に拠りたい。後述のように著者の論述に疑義も呈さ
れてはいるが，全体としてはきわめて明解な見取り図で，われわれをヨーロッ
パとヨーロッパの共通基盤・統合へと導びいてくれるからであり，ヴァイツ
ゼッカー元大統領の言う「1000年をこえる歴史」とはまさにこの本のサブ
タイトル「1500年」であり，1500年を語ることで現在のヨーロッパの状況
にまで言及しているからである。
　3－1．ヨーロッパの出現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バルパロイ　「ヨーロッパが歴史的存在」となったのは「ローマ帝国に異民族が侵入し
てきたときから」であると著者はまずヨーロッパの出自を規定する（ポミア
ン　6ページ，以下ページのみ）。
　ローマは地中海を中心にした世界を支配しており，外界に対しては
　リ　メ　ス「境界線」によって防衛していた。この境界線を北から見てゆくと，ま
ずブリテン島を通り，北海から黒海にわたるヨーロッパ大陸を，ほぼラ
イン河とドナウ河に沿って二分していた。こうして，境界線の南側にロー
　　　　　パルパロイマ人，北側に異民族がいたのである（19ページ）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バルバロイ　新たな部族集団の発生をひきおこしたローマ人と異民族の混合によっ
て西ローマ帝国の瓦礫の上で出現しはじめたヨーロッパは，南から北へ
向かう軸に沿って形成されつづけ，8世紀には東に向かって分かれていっ
た。イタリアからガリア，ブリテン島，アイルランドをへてゲルマニア
に達した後，そこから，一方でスカンディナヴィアに向かい，他方でポー
ランド，ボヘミア，パンノニアへと進んだのである。ヨーロッパの出現
　　　　　　　　　　　　　　　　　，J　メ　スとは，つまり，この時点では，古代の「境界線」の外部にとどまってい
た民族一じつは，当初は君主と貴族と戦士に限られてはいたが一の，
ローマ・キリスト教，ラテン語，文字へという，3つの改宗を意する。
これによって，ローマ人と異民族の間にあった相違は完全に廃棄され，
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多数の部族が宗教的に統合され，唯一の普遍的教会と唯一の世俗文化に
共通して所属する事実に継承されているとおり，共通の起源を彼ら全員
がもつのだという意識が植えつけられたのである。こうしたヨーロッパ
の来たるべき文化的統合の宗教的基盤の形成は5世紀に始まったが，そ
の完遂は，リトアニア人とプロイセン人のキリスト教化が実現する14
世紀まで，ほぼ900年を要した。しかも，それぞれの民族を個別に取り
上げた場合，全民衆をキリスト教と文字へ改宗させ，そしてつねに少数
派であったラテン語とは言わなくとも，その後を継いだ文学言語への改
宗を成就するには，さらに長い歳月が必要で，ほとんど今日までかかっ
ているのである（51－52ページ）。
　著者によれば，こうして出現し，ある種の統合へむけて歩みだしたヨーロッ
パには歴史上2つの統合の時があり，現在は第3の統合の時をむかえている。
3－2．最初のヨーロッパ統合
　　一「スコラ文化」，「騎士文化」，「市民文化」そして「農民の文化」一
　最初のヨーロッパの統合の時は12世紀以降であるが，それは政治的統合
ではなかった。この時期，ローマ教皇と神聖ローマ帝国との衝突がくりかえ
され，神聖ローマ帝国とフランスの間で戦闘があり，またイギリスとフラン
スの間では断続的にくりかえされた「100年戦争」（1337－1453）があり，政
治的対立と戦争に明け暮れる分裂の時代であった。
　こういった政治的分割と恒常的な戦争状態と際立って対照的なのが，
ラテン・キリスト教世界の，宗教・社会・文化面での異論の余地のない
統一である。それは，信仰と社会制度，典礼教会暦の統一であり，社
　　オル　ド会の身分構造の統一でもあり，また，いくつかの都市国家を除けば同じ
雛型からなる国家に対して構成された身分代表制の類似性でもある。さ
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らに，知識人が用いる言語や文字，教育と世俗知識，建築と造形芸術
一地域的な変化はたしかにあるとはいえ一にも統一性が見られる
（77ページ）。
　このようなヨーロッパ世界には宗教的中心地としては教皇の王座ローマが
あり，文字文化の維持の中心には写字室をかかえた修道院があり，知的中心
としては12世紀に次第に台頭しつつあった研究者集団としての大学があっ
た。これらの大学は同じ原則で組織され，各国から集る学生は同じ知的習慣
を身につけ，それゆえに汎ヨーロッパ的知的エリート集団を形成するように
なっていったのである。「スコラ文化」は次のように定義できるかもしれな
い。ヨーロッパ中世，教会・修道院付属の学校・大学で形成された神学・哲
学体系で，その中核となるのは「理性的認識」と「宗教的真理」の相補的調
和をはかることにあったスコラ哲学を基盤とする文化一般とでもなるだろう。
担い手の多くは僧侶や聖職者であり，その頂点はTh．アクィナスの『神学
大全』であろう。
　「スコラ文化」ほどの高尚さはないとしても，汎ヨーロッパ的文化として
「騎士文化」も指摘される。例えば城塞の建築技術，武具の技術，騎士文学
の誕生などである。さらに指摘されるべきは，学校で俗語によって読み・書
き・計算を習い，実際的に各国との交易にたずさわることによってヨーロッ
パの統一に貢献することになった人々による「市民文化」である。かれらの
日常的な文字の使用はその文化の基礎となっていたのである。
　しかし，「スコラ文化」，「騎士文化」，「市民文化」の3つの文化にそれぞ
れ関わる人々の数は総計しても全人口のごく少数であり，人口の大部分を占
める農民はこの3文化の枠外に置かれていたのである。
　つまり，それぞれの民族には複数の文化が共存していたのである。す
なわち，聖職者のヨーロッパ的な文化と，〈ヨーロッパの極〉と形成途
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　　ネイション中の〈国民の極〉との間をゆれる騎士文化があり，他方で，外界に開か
れつつも1都市に限られた市民文化と部族と土地に固有の農民の文化が
存在したのである。文字文化と口承文化と区別してもよかろう（89ペー
ジ）。
　以上のように著者は「最初のヨーロッパ統合」をしめくくっている。
3－3．第2のヨーロッパ統合
　　一「文芸共和国」，「宮廷文化」，「サロン」，「フリーメイソン」一
「文芸共和国」
　　宗教改革がひきおこした分裂にもかかわらず，ラテン・キリスト教世
界の知的エリートは，〈スコラの極〉と〈人文主義の極〉という2極をも
　つ同じ文化に相変わらず属していた。この2極は，カトリック陣営でも
　プロテスタント陣営でも教育機関のなかで実現されていた。すなわち，
　コレ－ジュ学院でラテン語習得から修辞学の勉強へと進む一方で，大学では，神
　学・哲学・医学・法学以外に古代の著作家たち一弁論家，歴史家，詩
人一に注釈が施されるのであった。これらの学校を卒業してから文芸
　　　　　　　　　　　　レスプブリカ・リテラリア　に身を捧げる人たちは，「文芸共和国」に属するという特権を持ってい
　　　　　　　　　　　　　　ポナェ　リテラエ　た。この「文芸共和国」は「文　　芸」に対する崇拝で結ばれており，
　すでに16世紀初期から独自性を自覚した人々によってヨーロッパ各国に
普及していた。その共通語はラテン語であり，ラテン語を用いて成員は
　たがいに書簡を交わし，旅先で出会えば話しあい，著名な出版業者が刊
行する同一の本を読んだのである。（中略）「文芸共和国」の指導者，至
高の英雄にして権威だった人物はエラスムスであった（133－134ページ）。
　エラスムスは当初修道院でスコラ的教育を受けたがなじむことができず，
西洋古典や聖書の研究に従事し，人文主義者たちの国境をこえた中心的存在
であった。
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　　　　レスプブリカ’リテラリア　この「文芸共和国」（ラテン語のRespublica　Litteraria）のなかで
レピュプリック　デ・レトル
「文芸共和国」（フランス語のR6publique　des　Lettres）が特別の位置を
占めるようになっていったのは，フランスで宗教戦争が終わり，「ナントの
勅令」（1598）による新教徒の信仰の自由と政治上の平等によって平和がも
たらされ，パリがヨーロッパの知の中心地となったためであった。ラテン語
が国境をこえて知識階級の相互理解の言語であったが，時と共にフランス語
がその役を担うようになっていった。
　しかし「ナントの勅令の廃止」（1685）によりフランスでは宗教の自由が
終わり，カルヴァン派のプロテスタントである「ユグノー」は他国への亡命
をよぎなくされた。かれらの多くは知的訓練をつんでおり，フランスの様々
なことに通暁し，亡命先の知的エリートにとけこみ，フランス語とフランス
の文化を伝えることになった。他方，ユグノーは出版業者や編集者としてヨー
ロッパ規模の書籍の出版によりR6publique　des　Lettresの基盤をつくり，
フランス語をさらにヨーロッパの国際語とすることに寄与することになった。
Respublica　Litterariaを代表するのがエラスムスとすれば，　R6publique
des　Lettresを代表するのがP．ベールであった。
　P．ベールは「文芸共和国」の立法者の役割を担うことになった。すなわ
ち，この法によれば，この「共和国」の市民は現実の社会的地位が何であれ
実質的には全員が平等であり，国家・民族・家族などはすべて偶発的・個別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レゾ　ン的なもので，人間にとって本来的なものではなく，唯一，理性だけが普遍・
必然・全体をあらわすものである。このような「共和国」は現実のどのよう
な社会とも呼応しない，ある種のユートピアであるが，この理想を信じる人々
には，個別国家を超え，諸宗派を超えた「共同体」，あえて言えば知的活動
の形をとった「ヨーロッパ共同体」に生きているという帰属意識を与えたの
である。
　その知的活動の対象となったのは次のようである。Respublica　Litteraria
　　　　　ユ　マ　ニ　ス　ムはもともと人文主義から生まれ，古代文献に応用された文献学と文芸を第1
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としていたが，16世紀初頭より，後に「文芸共和国」が重視するようにな
る新たな傾向が表われはじめた。すなわち，地球規模の航海にともなう「新
世界」の発見は，そこに住むヨーロッパ世界の人々にとって未知の人々の信
仰・風俗・王国への開眼となったのである。それは新たな人類学的。哲学的
な意味を持つようになるだろう。Th．モアの『ユートピア』を端緒とする汎
ヨーロッパ的「ユートピア文学」の流行もこの範疇で考えるべきであろう。
　またRespublica　Litterariaは自然の新たな研究を開始していたが，それ
はR6publique　des　Lettresに引き継がれてゆく。それまで通用していたア
リストテレスとプトレマイオスから決別し，新しい物理学，天文学へ自然の
研究は進んでゆき，コペルニクス，ガリレイ，ライプニッツ，ニュートンが
論ぜられてくる。時代は「科学革命」の時代であり，知的活動がこの時代ほ
ど国際的であったことはかってなかった。
　この科学の時代から生まれた新しい世界像は新しい哲学を要求する。その
先頭に立ったのはデカルトであったが，新しい科学と新しい哲学は価値判断
の基準となる座標系から自由になること，すなわち理性という絶対的に客観
的な観察位置を要求する。それはまたヨーロッパ史のなかで，キリスト教の
伝来以来の伝統との最もラディカルな決別へ続くものでもあった。
　このような潮流と同時に「文芸共和国」の内部の再編成も進んでいた。す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mイヤル　ソサイエティなわちアカデミーの誕生である。1660年ロンドンの王立協会，1666年パ
リの王立科学アカデミー，1700年ベルリンの王立科学協会，1725年ロシア
の帝国サンクト・ペテルブルク科学アカデミーなどが陸続と生まれ，学者の
公式的知の組織が創設されていった。
　　　　　　　レスププリカ・リテラリア　　　　　　　　　　　　　レピュブリック　デ・レトル　ラテン語の「文芸共和国」とフランス語の「文芸共和国」は，ヨー
ロッパの文化的統一の体現であると自己を規定し，その統一を維持し，
絶え間ない戦争と宗教をめぐる暴力の時代に，ヨーロッパ統一の発現と
　　　　　　　　　　　　　　　　　レスブブリカ　リテラリア内容を革新してきた。18世紀初頭，「文芸共和国」はまだ生き続け，
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レピュブリソク・デ・レトル
「文芸共和国」も卓越した地位を保ってはいた。しかし，それらのか
たわらで，英語の「リパブリック・オヴ・ラーニング」，イタリア語の
「レプッブリカ・デイ・レッテラーティ」，ドイツ語の「ゲレールテンレ
プブリーク」といった組織が，いまや完全な市民権をもってヨーロッパ
の学問世界に所属していたのである（148ページ）。
汎ヨーロッパ的知のネットワークの誕生と言ってよいだろう。
　「宮廷文化」
　学術文化が文字の文化であったのに対して宮廷文化は図像の文化であった。
それは騎士道の文化を引き継ぎつつ昇華し，その華麗な性格，外見の重要性，
色彩，音，動きといった要素を受け継いだ。すなわち，宮廷文化においては
視覚と聴覚に強い印象を与えるものが筆頭の地位に置かれた。舞踏と音楽に
第1の地位が与えられたのはそのためであろう。文学領域では詩が最も重ん
じられた。
　君主の生活をその生から死に至るまで規定している様々な儀式，微細な点
まで体系化されている礼儀作法などもこの文化の範疇である。
　美術品・絵画などの点でとりわけイタリアは，宮廷のみならずヨーロッパ
全土に影響を与えた。君主の館に欠かすことのできない書斉，（古代）遺物
陳列室，「美術。驚異陳列室」（Kunst－　und　Wunderkammer）に並べるた
めの蒐集品を求めて人々がおもむくのはイタリアだったからである。いわゆ
る「グランドツァー」もその関わりの中で生じた現象であった。
　こうして16世紀から18世紀にかけて，イタリア旅行は，ヨーロッパ
の伝統と趣味への最高の入門体験だったのである。そのおかげで，諸国
のエリートは同一のヨーロッパのエリート階層に統合され，ヨーロッパ
の文化的統一を再度実現することになったのである（153ページ）。
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　「サロン」
　これまで見てきた「文芸共和国」と「宮廷文化」は長い間不和の状態にあっ
た。当初は学者を軽視する宮廷人の伝統のためであったが，「文芸共和国」
の自由主義的考え方，自然宗教的信仰，批判的歴史記述が王制と相容れない
ためでもあった。しかし17世紀末から18世紀の初頭にかけて，この2つの
文化が宥和するようになったのはサロンとアカデミーの並行した活動による
ところが多かった。アカデミーは文字文化の世界であり，「サロンは会話を
中心にする，つまり言葉（ロゴス）への徹底的な美意識に貫かれていた」た
め，両者が手をたずさえるには十分の理由があった（引用文はP．W．＝ドリ
ンガー著　糟谷理恵子　林真帆　斉藤尚子　茂機保代　畑澤裕子　渡辺芳子
訳『ベルリンサロン』鳥影社615ページより）。これらの組織において宮
廷人が学者と出会い，両者は互いに意志の疎通をはかることができ，結果と
して両文化は共存することができたのである。
　宮廷人と「文芸共和国」の成員との出会いから生じた「新しいエリート文
化」は18世紀に開花し，1820年代まで続いたが，この文化を担うことになっ
た制度の多くはイングランドに由来する。その理由は，1688年～1689年の
「名誉革命」によって，他の国に先んじて「宗教の自由と言論・集会の自由」
がイングランドで可能となっていたからであった。そうした気運の中で，従
来は学者だけに限定されていたテーマを素人の教養人にも理解させるべく，
「スペクテイター」紙（1711－14年）のような啓発的刊行物がヨーロッパ規
模で流行することになったのである。
　「7リーメイソン」
　先に見た「新しいエリート文化」の場合と同様に，かってなかったような
社交性と精神性を培うことになった「フリーメイソン」の「ロッジ」と呼ば
れる支部組織が最初に作られたのも，同時期のイングランドにおいてであっ
た。
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　新しい原則に基づくヨーロッパのエリートの創成にとって，フリーメ
イソンの役割は本質的なものだった。なぜなら，王侯貴族，上流市民，
学者，芸術家，聖職者といった，宇宙の創造者の前にはすべて平等と見
なされた成員の交流が結ばれる場をフリーメイソンは提供したからであ
る。さて，このフリーメイソンはたちまち，ヨーロッパ規模の制度になっ
た（156－157ページ）。
　「フリーメイソン」の様々な傾向は大きく2つに分けられるようである。
そのひとつは秘教的傾向で，不可視の世界の神秘を追究・深化することによっ
て精神的豊かさを求めるもので，芸術，文学，哲学の諸作品の発想源となり，
ヨーロッパ文化に深い刻印を残すことになった。もうひとつは合理的・批判
的精神に基づく啓蒙主義に賛意を表明し，それに寄与しようとする傾向であっ
た。ここでは精神的豊かさは，博愛，教育，社会の解放活動，さらには国家
による近代化政策にも資するという形で外に向けられなければならなかった。
　啓蒙主義哲学者たちは国際的エリートとして民衆の蒙を啓き，教育し，知
恵を与える必要があるだろう。あるいは表現の自由，宗教的寛容を求める闘
いのため，法の緩和のため，精神障害者への処置改善などなどのため次のよ
うな試みをすることになった。
　　　　　　　　　　　　　　オル　ド　啓蒙主義文化は，権力構造や身分階層の基底そのものに触れることは
なく，哲学思想の応用によって現行制度を作り直すさまざまな試みへと
向かった（162ページ）。
　プロイセンのフリードリヒ大王に代表される啓蒙専制主義的政策は以上の
ような枠組のなかで捉えてよいのかもしれない。
　啓蒙主義者たちの考えは保守派の人たち，例えばキリスト教の護教派の人
たちと対立することになったのは自然の流れであったが，2つの点で両者の
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意見は一致していた。
　哲学者とその敵たちは，ふたつの伝統的な確信を共有していた。すな
わち，その名にふさわしい文化はすべて，あらゆる人，あらゆる場所，
あらゆる時に通用するという確信と，文化はつねに少数者の専有物だと
いう確信である。’エリートによる民衆の教育という観念が，この確信を
結びつけていた（164ページ）。
　啓蒙主義者たちとその敵たちのこのような確信，ないしは妄信に対抗した
代表的存在はJ．－J．ルソーであろう。その考えによれば，各民族は独自の祖
国，伝統，風習，生活様式を持っており，それこそが民族の個性と文化を形
成する。啓蒙を任務とするエリートに代わって，みずからの個性を表現する
民衆自身の一般意志が強調され，また主権は民衆にあることが主張される。
民衆への視点は，遠い先祖から伝えられてきた口承文化への視点へと続いて
ゆくだろう。
　こうした反啓蒙主義的考えがヨーロッパに与えた衝撃は大きかった。この
ような流れのなかで，旧来の古典研究に俗語による各国文学が仲間入りをは
たした。そしてそのはたすべき役割は，ヨーロッパ文化の内部で自己の立ち
位置を確認し，そこから自己を語ることとなったのである。ヨーロッパ規模
のベストセラーとなったイギリスのS．リチャードソンの『パミラ』（1740
年），ドイツのゲーテの『若きヴェルテルの悩み』（1774年）などはこのよ
うな関わりのなかで理解されるのである。
　以上がポミアンが描く最初のそして第2のヨーロッパ統合のおおよそであ
る。このような長い歴史のプロセスのなかで蓄積された文化的基盤・統合の
上に，20世紀ようやく実現したのが第3の統合とも言うべきEUであろう。
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4．第3のヨーロッパ統合
　ポミアンの第3のヨーロッパ統合の捉え方に対して，次のような異論がだ
されている。
　ポミアンは第3のヨーロッパ統合として現在の欧州連合を考えている
が，私はむしろフランス革命を第3のヨーロッパ統合と呼ぶべきだと思
う。なぜなら，ナポレオン体制までを含めてフランス革命を考えるなら
ば，この時期のヨーロッパでは，単なる知的共和国の形成におわらない，
現在のヨーロッパ統合に匹敵するほどの，文化・政治・経済のあらゆる
領域にわたる，全ヨーロッパ的，全階層的な統合の試みが行われたから
である。フランス革命期の動乱のなかで進行しつつあったのは，まさし
く現在，国民国家と呼ばれているものの形成であった（西川長夫　宮島
喬　編『ヨーロッパ統合と文化・民族問題」　人文書院　19ページ）。
　当時，進行しつつあった「国民国家」の形成時のフランス革命を第3のヨー
ロッパ統合とするならば，そうした体制からの脱却を試みているかに見える
EUは第4の統合でもあろうか。現在の筆者にはどちらの歴史認識が正しい
のか，ないしは良いのかを判断する力はないが，この問題は意識にとどめて
おきたい。
　ポミアンは同書325ページ以下でヨーロッパ統合にある種の懸念を示して
いるが，現在が第3のヨーロッパ統合であることは認めている。我々アジア
人にとっても他山の石となるであろうと思われる，彼の今後のヨーロッパに
対する次の言葉で，本4章をしめくくりたい。
歴史がなんら教えをもたらなさいというのは嘘である。しかし，歴史
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から教訓を得られるのは，過去の経験を有効に活用する意志をもつ者だ
けである。ヨーロッパにとって，教訓は明白である。ウィルスのように
遺伝形質に入り込んで奇妙な突然変異をひきおこしかねない最悪の敵と
　　ネイション　ステイトは，民族，国家，イデオロギーに関する自己中心主義である。すなわち，
いかなる正当化がなされようとも，自給自足体制を選ぶ姿勢，あるいは，
覇権的な役割を追求する態度にほかならない。今後この敵が無害だと保
証するものは何もない。むしろ，息をひそめて，再び猛威をふるう機会
をうかがっているだけだと思わせる理由のほうが揃っている。いまなお
予見しえないこの敵の将来における出現形態に対するワクチンを創出で
きてはじめて，第3のヨーロッパ統合の完遂を期待することができるで
あろう（323－324ページ）。
おわりに．
　本稿のもととなったのは，「EU入門一ヨーロッパ統合の理念をたどる」
をテーマにした「総合学際演習」での学生諸君との共同の勉強であった。ロー
マ帝国から始めたと記憶するが，現在は「EU」のアジア版かもしれない
「東アジア共同体」について学んでいる。演習案内には「2・3年次は，EU
統合の前提であるヨーロッパ史の展開とEU前史を学びつつEUの現在に取
り組みたい。4年次は，EUの現在とあわせて「東アジア共同体」の可能性
を探ってみたい。3年間を通して，ヨーロッパのそして我々もその一員たる
べきアジアの21世紀への展望が多少とも見えてくるようにと願っている」
と書いた。
　本教養論集が捧げられている孝本貢さんは，同じ「総合学際演習」を「兵
士の視点からのアジア太平洋戦争」をテーマに，2009年半ばまで担当なさ
れた。その案内には次のように書かれている。
欧州連合（EU）前史　　39
　アジア太平洋戦争が終わって63年を経た。しかし，今日においても
靖国神社問題，沖縄戦の問題，さらにはアジア諸国から日本に問われて
いる多くの課題など，この戦争が残した禍根は今日まで解決されること
なく，われわれの前に立ちはだかっている。今後ますますアジア諸国と
の密接な交流が要請されている時代に，私たちはこの戦争がどのような
ものであったかについての認識は不可避の課題であろう。将来アジア諸
国民との交流の場面で，自己の立場から発信できる力を持つことが要請
されるであろう（2009年度　商学部演習室案内）。
　孝本さんとの30余年にわたる大学生活のなかで，われわれが様々な関心
を共有していることは確認していたが，今ここでそのことを再確認しえたこ
とを喜びつつ，かつまた長年にわたる友情に感謝しつつ本稿を欄筆する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010年10月26日）
（ささき・なおのすけ　商学部教授）
